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と書き表される｡
統計分布を作るに際して､エントロピーを選択する必要がある｡ プラズマ
の場合､部分系の統計的記述がどの程度可能か明らかではないため､一般に
はレニエントロピーを使う必要がある｡ が､ここでは簡単のため､シャノン
エントロピーを仮定する｡ すると､分布は
expトβ(E-1H)]d･u-Ipi(ci)dciPi(ci)-I
となる｡ ここで､
ct'-
lAiLi
2(li-A)
expl-p(1-;)(ci-C'i)2],
(6)
(7)
とした｡この分布関数から､領域の種数が 1以上でコホモロジー磁場がある
場合､各モードは0ではない平均値
<ci>-CTをとることがわかる｡
この古典統計では､黒体輯射の場合のレ-リー･ジーンズの発散 (紫外発
敬)と同様の発散があり､エネルギーやヘリシティは収束しない｡何らかの
方法でこの発散を除く必要がある｡
係数 ciを量子化することにより収束させることが考えられる【1】｡ ciがボ
ゾンとなるとし､線形分散を仮定するとして得られるボーズアインシュタイ
ン統計から､エネルギー､ヘリシティ､およびヘリシティのゆらぎの空間波
数た依存性が､それぞれ､1/k2,1/k2,1/た1 と予想される
また､ミクロカノニカルアンサンブルとして収束させることもできる【21｡
この場合は､流れ場¢も含めて理想MHD方程式を扱うことが可能である｡ す
ると､系の仝エネルギーは､流れ場の分も加えてE-Is7(B2+V2)/2d･Tとな
る｡さらに､磁場と流れ場のクロスヘリシティ-K-JoB-･Vd･Tも巨視的
な保存量としてつかう｡ このミクロカノニカル理論からは､巨視的な状態が
6(E-(H-EK)-0から決まること､コホモロジー場があると粒子の巨視
的な流れが生じること (定量的な関係も含めて)などが予想される｡
4 最後に
ここで扱った状態空間は､運動方程式の不変測度を与えるとともに運動領
域の形状を自然に反映しているという特徴がある｡ 今後､さまざまな流体系
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への応用が期待される｡ プラズマの統計力学として､ここに述べたどういう
場合にどの理論が妥当なのかは､各理論からの予想の当否を実験によって検
証することにより決定できるであろう｡
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